
３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

３．報告セグメントの変更等に関する事項

（収益認識に関する会計基準等の適用）

４．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

５．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

2022年６月30日

（訂正）「2022年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について

執行役員総務部長
兼経理財務部長　宮﨑　雅司

各　　位

０３－３７３２－１１３２

役職・氏名

電話

問 合 せ 先

代 表 者 名
会 社 名

（コード番号　９８６７　東証スタンダード）
代表取締役社長 小林　義和

　2022年５月13日に公表しました「2022年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容に一部誤りがありまし
たので、下記のとおり訂正いたします。
　なお、訂正箇所には下線　を付して表示しております。

「2022年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の発表後、３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表
に関する注記事項（セグメント情報等）において、記載に誤りが判明したため、訂正するものであります。

２．訂正内容

【訂正前】

　・添付資料13ページ

記

１．訂正理由

【訂正後】

　・添付資料14ページ

【訂正前】

【訂正後】

　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識に関する会計基準等を適用
し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更し
ております。
　当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「首都圏」の売上高は68,692千円、セグメント利益
は8,925千円、「東日本」の売上高は30,211千円、セグメント利益は4,187千円、「西日本」の売上高は23,226千
円、セグメント利益は3,878千円、それぞれ減少しております。

- 1 -



【関連情報】

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）

（中略）

３．主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

（中略）

３．主要な顧客ごとの情報

前連結会計年度（自2020年４月１日　至2021年３月31日）

（中略）

３．主要な顧客ごとの情報

当連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

（中略）

３．主要な顧客ごとの情報

首都圏、東日本、西日本

首都圏

関連するセグメント名

関連するセグメント名

関連するセグメント名

首都圏、東日本、西日本

首都圏、東日本、西日本

（単位：千円）

（単位：千円）

ＰＨＣ株式会社 2,875,393

顧客の名称又は氏名

富士通株式会社 2,989,800

売上高 関連するセグメント名

（単位：千円）

首都圏

首都圏、東日本、西日本

株式会社富士通エフサス 3,379,165

ＰＨＣ株式会社 2,273,615

顧客の名称又は氏名 売上高

売上高

（単位：千円）

富士通株式会社 2,991,216

顧客の名称又は氏名

以　上

【訂正後】

株式会社富士通エフサス

顧客の名称又は氏名

3,379,165

売上高

【訂正前】

　・添付資料15ページ
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